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石

川

丈

山

石
川
丈
山
は
、
天
正
十

一
年

（
一
五
人
三
）
三
河
国

（現
在
の
愛
知
県
安
城
市
）

に
生
ま
れ
た
。
石
川
家
は
父
祖
代
々
徳
川
譜
代
の
臣
で
あ
り
、
丈
山
も
十
六
歳
で

家
康
公
に
仕
え
、
近
侍
と
な
っ
た
。
松
平
正
綱
、
本
多
忠
勝
等
は
そ
の
親
族
で
あ

る
。
三
十
三
歳
の
時
、
大
坂
夏
の
陣
で
は
勇
躍
先
登
の
功
名
を
立
て
た
が
、
こ
の

役
を
最
後
と
し
徳
川
家
を
離
れ
、
京
都
に
て
文
人
と
し
て
藤
原
怪
嵩
に
朱
子
学
を

学
ん
だ
が
、
老
母
に
孝
養
を
尽
す
た
め
、
広
島
の
浅
野
候
に
十
数
年
仕
え
た
。
そ

の
後
母
を
亡
く
し
た
丈
山
は
五
十
四
歳
の
時
、
京
に
帰
り
相
国
寺
畔
に
住
居
し
た
。

寛
永
十
八
年

（
一
六
四

一
）
五
十
九
歳
で
詩
仙
堂
を
造
営
し
、
没
す
る
ま
で
の
三

十
余
年
を
清
貧
の
中
に
、
聖
賢
の
教
え
を
自
分
の
勤
め
と
し
、
寝
食
を
忘
れ
て
こ

れ
を
楽
し
ん
だ
。
文
山
は
隷
書
、
漢
詩
の
大
家
で
あ
り
、
ま
た
我
が
国
に
お
け
る

煎
茶

（文
人
茶
）
の
開
祖
で
あ
る
。

寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）
五
月
二
十
三
日
、
従
容
と
し
て
、
九
十
歳
の
天
寿

を
終

っ
た
。



さつきとm月 構

残月軒とに国私景 (計仙の l●|よ り)

史
跡

圭討
仙

堂

現
在
詩
仙
堂
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
は
、
正
し
く

は
凹
凸
葉
で
あ
り
、
詩
仙
堂
は
そ
の

一
室
で
あ
る
。

凹
凸
集
と
は
、
で
こ
は
こ
し
た
土
地
に
建
て
た
住

居
と
い
う
意
で
あ
る
。
詩
仙
堂
の
名
の
出
来
は
、

中
国
の
漢
晋
唐
宋
の
詩
家
三
十
六
人
の
肖
像
を
狩

野
探
幽
に
描
か
せ
、
図
上
に
そ
れ
ら
各
詩
人
の
詩

を
丈
山
自
ら
書
い
て
四
方
の
壁
に
掲
げ
た

，
詩
仙

の
間

″
を
中
心
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
よ
ば
れ

フ０
。丈

山
が
こ
の
堂
に
掲
げ
る
べ
き
三
十
六
詩
人
と

そ
の
詩
を
選
定
し
た
の
は
、
寛
永
十
八
年
、
五
十

九
歳
の
時
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の
三
十

六
歌
仙
に
な
ら

っ
た
も
の
で
、
そ
の
選
定
に
は
林

羅
山
の
意
見
も
求
め
、
左
右
十
八
人
、
そ
れ
ぞ
れ

の
組
合
せ
に
意
味
を
も
た
せ
た
。
蘇
武
と
陶
潜
、

韓
念
と
柳
宗
元
等
七
対
は
羅
山
の
改
定
し
た
所
で

あ
る
。

建
造
物
は
後
に
寛
政
年
間
、
多
少
変
更
を
見
た

が
、
天
災
地
変
の
難
を
免
れ
、
庭
園
と
共
に
往
時

を
そ
の
ま
ま
に
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

丈
山
は
こ
こ
に

，
凹
凸
集

“
十
境
を
見
た
て
た
。

入
り
日
に
立
つ

①
小
有
洞
の
円
、
参
道
を
の
は
り

つ
め
た
所
に
立
つ

②
老
梅
関
の
門
、
建
物
の
中
に

入
り

０
詩
仙
の
間
、
読
書
室
で
あ
る

０
至
楽
巣

（継
封
難
）
、
堂
上
の
楼

０
囃
圧
批
、
至
楽
巣
の

脇
の
井
戸

“
膏
胃
泉
、
侍
童
の
間

０
躍
洲
軒
、
庭

に
下
り
、
蒙
味
を
洗
い
去
る
滝
と
い
う
意
の

③
洗

蒙
瀑
、
そ
の
滝
が
流
れ
込
む
浅

い
池

０
流
葉
面
、

下
の
庭
に
百
花
を
配
し
た
と
い
う

⑩
砕
襦
器
、
そ

の
他
丈
山
考
案
の
園
水
を
利
用
し
て
音
響
を
発
し
、

鹿
猪
が
庭
園
を
荒
す
の
を
防
ぎ
、
又
、
丈
山
自
身

も
開
寂
の
中
に
こ
の
音
を
愛
し
老
隠
の
慰
め
と
し

た
と
い
う

”
僧
都
・

（添
水
、　
一
般
に
は
鹿
お
ど

し
と
も
い
う
）
等
は
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。

詩
仙
堂
の
四
囲
の
眺
め
を
見
た
て
た

，
凹
凸
葉

十
二
景
“
は
画
家
に
絵
を
描
か
せ
丈
山
自
ら
詩
を

作

っ
た
も
の
で
あ
る
。
丈
山
の
遺
愛
の
品
で
あ
る

．
詩
仙
堂
六
物
“
、
多
数
の
硯
、
詩
集
で
あ
る

「覆

醤
集
」
等
多
数
の
品
々
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
毎
年
五
月
二
十
三
日
の
文
山
忌
後
、
二
十
五

日
か
ら
数
日
間
、

「
遺
宝
展
」
と
し
て

一
般
公
開

し
て
い
る
。

現
在
は
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
の
末
寺
で
あ
る
。

詩
仙
堂
の
四
季
に
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
き
が
あ
る
が
、

特
に
二
月
下
旬
の

．
さ
つ
き
“
、
十

一
月
下
旬
の

紅
葉
等
が
す
ば
ら
し
い
。


